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 糸魚川-静岡構造線活断層系は内陸活断層の中でも最大級の平均変位速度を示し，古地震学的研究から高い地震

危険度が推定されている．また，測地学的研究からも歪集中帯としての特徴が明らかにされ，こうした背景から

内陸大規模地震の発生メカニズムの解明に焦点を当てた科学技術振興調整費「深部すべり過程のモデル化に関す

る総合研究」において研究対象地域となった．また，地震調査推進本部によるパイロット的な重点観測も実施さ

れている．ここでは，これらの研究を通じて明らかになりつつある糸魚川-静岡構造線北部周辺地域の地殻構造に

ついて述べる． 
 糸魚川-静岡構造線活断層系の深部形状の解明を目的として，2002 年秋に長野県大町市から同小諸市に至る

68kmの区間で，反射法および屈折法地震探査を実施した（糸静 2002; 第１図）．測線の東半部については，バイ

ブロサイス４台による反射法地震探査とし，測線全域については４点での発破，４点でのバイブロサイスによる

集中発振によって，低重合反射法・屈折法によるデータ取得を行った1)．また，測線に沿ってはオフライン型の

レコーダー60台からなる稠密アレイによる自然地震観測を行い，２ヶ月間の連続観測データをもとに地震波トモ

グラフィー，レシーバー関数解析法による地殻構造の解明を目的とした研究を行った2,3)． 
 第２図に，波線追跡法によって求められたP波速度構造モデルを示す4)．北部フォッサマグナと呼ばれる糸静線

の東側に分布する新第三紀に形成された堆積盆地に起因する低速度領域と，中央隆起帯の高速度領域，さらにそ

の東方に位置する小諸盆地の低速度領域がマッピングされた．大町下の先第三系基盤は東傾斜でなだらかに東に

傾斜しており，地表の糸静線活断層直下でも大きな段差は見られない．大町地域における新第三系の堆積層に相

当する低速度領域は，楔状に中央隆起帯下まで追跡され，この低速度領域の上面は糸静線活断層の地下延長部と

ほぼ一致する．中央隆起帯の東翼から小諸盆地下にかけての薄い低速度層と，糸静線活断層の深部延長との連続

性については検討が必要である． 
 第３図に，糸静 2002 測線で実施した反射法地震探査によって得られた深度変換断面とその地質学的な解釈断

面を示す．地質学的解釈は，反射法地震探査データと地表地質をもとにバランス断面法によって行った．糸静線

活断層系を構成する松本盆地東縁断層は，東に30 度程度傾斜したemergent thrustをなし，低角度でほぼ一定の傾

斜を示し中央隆起帯下に延長される．測線西端で実施したダイナマイトによるショット記録では，往復走時 13
秒まで地殻下部からの反射波が観測され，稠密アレイ・データをもとにしたレシーバ関数解析法から推定された

モホ面深度と調和的である．バランス断面法による推定では，中新世に 40km程度の伸張変形が単純剪断型の変

形様式で達成され，その後，新第三紀後期から第四紀にかけて 20km程度の短縮変形が達成されたことになる．

短縮変形の開始時期を６－４Maとすると，第四紀後期の糸静線活断層系北部の実平均変位速度と整合する5)．尚，

糸静 2002 で見られた糸静線活断層系北部の東傾斜の衝上断層型の形状は，2002 年に実施された松本盆地東縁の

反射法地震探査・重力探査の結果6)と調和的である． 
 第４図には，糸静2002測線沿いで実施された各種の観測・解析結果を重ねて示したものである．MT法による
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比抵抗構造では，北部フォッサの褶曲帯から飛騨山脈の中部地殻と小諸盆地下の中上部地殻に低比抵抗体が，中

央隆起帯下の上部地殻に高比抵抗体が分布することが明らかにされている7)．地震波トモグラフィーによる解析

も，この結果と調和的であり中央隆起帯は高速度領域をなしている．地震波トモグラフィーによる解析ではとく

に北部フォッサマグナ褶曲帯下の先第三系基盤中の上部地殻でもP波速度構造の低下が見られ，Vp/Vs比の検討か

ら高アスペクト比をもつ水の存在が指摘できる2)．この結果は，低比抵抗領域の存在や制御震源で得られている

顕著な反射層の存在と調和する．この図には得られた速度構造をもとに再決定された震源分布を示した．微小地

震は中央隆起帯下の高いP波速度領域・高比抵抗領域と褶曲帯下の低速度・低比抵抗領域の境界付近で多く見ら

れる．平面的にはこの微小地震の集中帯は北北西-南南東方向の走向を持ち，高角度で横ずれ型の発震機構を示す
8)．このような地震活動から，高角度の断層の存在が推定される．しかし，こうした高角度の断層のみでは，西

北西-東南東方向の短縮成分を賄うことができず，構造探査の結果から指示されるように，この断層は，糸静線活

断層系の下盤側の変形と判断される． 
 第５図に，上記の特性を総括した糸静線活断層北部地域周辺の地殻活動総括概念図を示した． 
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第1図 糸魚川-静岡構造線北部周辺の地質概略図と測線図1)． 
Fig. 1. Geologic map of the northern Fossa Magna and location of seismic lines1). 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第2図 波線追跡法により求めた地震探査測線「糸静2002」のP波速度構造モデル4). 
Fig.2  P-wave velocity structure by ray-tracing method along Itoshizu 2002 seismic line4). 
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第3図 地震探査測線「糸静2002」沿いの反射法地震探査深度変換断面とその地質学的解釈1)． 

X: 先新第三系上面，Y: 糸静線活断層系の深部延長 
 Fig. 3  Stacked, migrated, depth converted seismic section of Itoshizu 2002 and its geologic interpretation1).  X: base 

of Neogene, Y: deeper extension of the ISTL active fault. 
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第4図 探査測線「糸静2002」沿った地殻構造断面図（比抵抗構造7)・トモグラフィー解析によるP波速度

構造2）（赤線），再決定された震源分布8）を重ねて示した）． 
Fig. 4  Geologic cross-section along the Itoshizu 2002 seismic line1) with the resistivity structure7), the hypocentral 

distribution8) and P-wave velocity structure obtained by seismic tomography2).  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第5図 北部フォッサマグナ地域南部の地殻構造概念図 

Fig. 5  Schematic illustration showing the crustal structure around the southern part of the northern Fossa Magna. 
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